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東北大学中国語学文学論集第24号 (2019年12月初日)
『楚辞章句~ r漁父J注の押韻
(付)r卜居」注の前漢音
1 はじめに
田島花野
後漢の王逸『楚辞章句~ (以下『章句』と略称する)については、小南一郎氏が注釈の形式を
手掛かりに『章句』の成立について詳細に論じた後、本文および注に関する議論が続いている。
小南一郎氏は、 r1 b形式J1の注を伴う作品として 「遠遊J・「卜居J・「漁父」・「招隠士」の4篇
を挙げている。これらのうち、前稿2では『章句』巻六「 卜居J本文と注の押韻を分析した。主
な分析結果を以下に挙げる。
本文同士の押韻には、毎句押韻などの緊密な押韻形式や、相似形が反復する複雑な押韻形式
が見える。
注同士の押韻には、平声と去声を跨いで押韻すると見られる箇所が4例ある。また、第60句
「酷」と第61句「薬」の押韻は、前漢に成立したと考えられる。
本文と注の関係については、小南一郎氏による「恐らくは、こうした注釈の文章は、本文と
ー続きにして朗請されたのであろう。J3との仮説に従い、本文と注を組み合わせて朗請した場
合に起こる現象を考察した。その結果、以下の特徴が明らかとなった。注の押韻が本文の複雑
な押韻の印象を弱め、本文の押韻効果を減殺すると考えられる部分がある。また、本文の叙事
と登場人物の言葉の境目と、注の換韻には、一致しない箇所がある。さらに、本文の換韻と注
l 小南一郎『楚辞とその注釈者たち ~ (朋友書応、 2003年)I王逸「楚辞章句Jと楚辞文芸の伝承J(1王逸 『楚践章句』
をめくやってー漢代章句の学のー側面J~東方学報 京都A63、1995年を改訂)。小南氏は、四字句で韻を踏むものを I1 
形式Jとし、そのうち、本文一句に対し四字句二句の注が付されるものを 11a形式」、本文一句に対し四字句ー句の
注が付されるものを rIb形式Jとする。基本的に韻を踏まず、厳格には四字句の形態も取らないものは II形式」と
する (306頁、310頁、 320頁)。
2田島花野 m楚辞章句A I卜居」注の押韻J(r東北大学中国語学文学論集~ 23号、 2018年)
3 前掲注 1著書 306~307 頁。
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の換韻は、一致する箇所と一致しない箇所の両方がある。
「卜居J注の第07句~第09句を例に取れば、無韻の本文「往見太卜、鄭信罪、日『余有所
疑~J に対し、注は「稽神明也。其姓名也。意惑達也J (ゴシック体は押韻字)である。本文と
密接に関わる解説であって、注単独では意味を成さず、本文と組み合わせてはじめて意味を持
つ。朗請する場合には、本文一句の後にすぐ注ー句を続け、「往見太卜、稽神明也。鄭信芳、其
姓名也。日『余有所疑』、意惑達也。」となるであろう。本文と注を一体のものと捉えれば、隔
句韻の形式になる。
だが、例えば第26句~第30句は、本文が「寧超然高奉(無韻)、以保真乎(真部)。将日足誓
栗斯(支部)、曙附儒児(支部)、以事婦人乎(真部)0 Jであり、「無韻真部，支部，支部，真部」
という複雑な押韻形式を持つ。注は 「譲官爵也(入声)。守玄献也(入声)。承顔色也(入声)。強
笑畷也(入声)。誼蜂局也(入声)0 Jと入声韻である。本文と注をー続きに朗請した場合は、「寧
超然高翠、譲官爵也(入声)。以保真乎(真部)。守玄勲也(入声)。将日足誓栗斯(支部)、承顔色也
(入声)。曜日伊儒児(支部)、強笑畷也(入声)。以事婦人乎(真部)。拙略局也(入声)0 Jとなる。
一人の人間が本文と注とをー続きに朗請したとすれば、本文の複雑な押韻は十分な効果を発揮
できないだろう4。以上が前稿の分析結果である。
上述のような「卜居」注の押韻の特徴は、『章句』所収の他の作品の注においても見受けら
れるのだろうか。本稿では、巻七「漁父」本文と注の押韻を検討する。また、前稿で指摘した
「卜居」注の第60句 「膳」・第61句 「察」の押韻例をさらに詳しく検討し、あわせて、 I形
式の注の中に前漢音が存在することの意義を考察する。
『楚辞』本文および注については、黄霊庚『楚僻章句疏誼~ (黄著と略称)を底本とする5。
本文の押韻については、王力『詩経韻読 楚辞韻読~ (王著と略称)を参照する6。本文と注の
押韻に関しては、羅常培・周祖諜『漢魂菅南北朝韻部演変研究~ (羅著と略称)の「両漢詩文
4本文の複雑な押韻を生かしつつ、本文と注とをー続きに朗請するには、例えば二人一組で一人が本文を、もう一人が
注を担当して、両人がそれそれ異なる音程で朗読するといった方法が考えられる。
5 黄霊庚 『楚齢章句疏謎~ (中華書局、 2007 年。 増訂版 2018 年) 。 また、壬逸 『楚辞章句~ (明正徳十三(1518)年、黄
省曾校、大阪大学蔵)、王逸 『楚辞章句~ (明万暦十四(1586)年、J篤紹祖観妙斎刊、芸文印書館、 1974年影印)、王逸
『建辞章句~ (日本寛永三(1750)年、荘允益校、大阪大学蔵)、洪興祖撰 t楚辞補注~ (四部叢刊初編)、洪興祖撰・
黄霊庚点校 『楚辞補注~ (上海古籍出版社、 2015 年)、 『尤表刻本文選~ (国家図書館出版社、 2017年影印)、 『日本足
利撃校磁宋刊明州本六臣注文選~ (人民文学出版社、 2008 年影印)、 『釜章閣所蔵六臣注本文選~ (豆刈壱を斗fE倍、
1996年影印)を参照した。
G王力 『詩経韻読 楚辞韻読~ ( ~王力文集~ 6、山東教育出版社、 1986年。中国人民大学出版社、 2004年)
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韻譜」漢代音二十七韻部7、黄耀望 1(漁父》的韻文注J(黄論文と略称)8を用い、『大宋重修
広韻~ 9 (W広韻』と略称)、郭錫良『漢字古音手冊~ 10を参照する。
2 r漁父」本文について
「漁父j 本文は、『史記~ 11巻八十四屈原列伝所収のものと、『章句』所収のものの二種類が伝
わっている。以下に両者を挙げ、異なる部分に王盤を付す。
『史記』
屈原室主主江盤、盤髪行吟津畔。顔色樵伴、形容枯稿。
漁父見而問之日、「子非三聞大夫監。何故直至此。」
屈原日、「奉世混濁、市我濁清、衆人皆酔、而我濁醒、是以見放。」
漁父日、「去聖人童、不凝滞於物、而能輿世推移。墾世遅濁、何不堕其量、而揚其波。
衆人皆酔、何不舗其糟、市墜其壇。何故堕皇室盛、市自令星放属。」
屈原目、 「吾聞之、新体者必弾冠、新浴者必振衣。
人又誰能以身之察察、受物之汝技者平。寧赴常流、而葬乎江魚腹中耳。
茎安能以暗暗之白、市蒙世俗之温堕乎。」乃作懐沙之賦。其能日、(後略)
『章句』
屈原既放、潜於江童、行吟揮畔、顔色樵悼、形容枯摘。
漁父見而問之日、「子非三国大夫皇。何故至埜盟。 J
屈原日、「奉世萱濁、而我濁清、衆人皆酔、市我濁醒、是以見放。」
漁父日、 「聖人不凝滞於物、市能興世推移。世主萱濁、何不週其車、市揚其波。
衆人皆酔、何不舗其糟、而童文其瞬。何故深思高率、而白令放馬。」
屈原目、「吾聞之、新体者必弾冠、新浴者必振衣。
玄能以身之察察、受物之汝没者手。寧赴塑流、葬金江魚亭腹中。
7 羅常培 ・周祖諜 『漢貌畜南北朝韻部演変研究~ (第1分冊、科学出版社、 1958年。中華書局、 2007年)。なお、合韻
の例数は、同書 46~47 頁の西漢韻部の表および、 56~57 頁の東漢韻部の表を参照した。 これらの表は、 124~245 頁
「両漢詩文韻譜Jの二部合韻を集計したものである。しかし、 「両漢詩文韻譜jの合韻例数とは合致しない箇所があ
り、その場合は表ではなく「両漢詩文韻譜」に従った。
8黄耀笠 f(漁父》的韻文注一一 《楚辞章句》韻文注研究之ーJ(~中国楚辞学~ 23、2016年)
D ~大宋重修広韻] (中文出版社、 1982年)
10 郭錫良編著『漢字古音手冊増訂本~ (商務印書館、2010年)
11 W史記](中華書局、 2013年、第八冊 3014~3015 頁)
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安能以陪陪之白、而蒙世俗之塵挨乎。」漁父莞爾而笑、鼓植而去、
歌日、「治浪之水清今、可以濯吾纏。治浪之水濁今、可以濯吾足。 J遂去、不復興言。
『史記』所収の本文と『章句』所収の本文は、どのような関係にあるのか。黄論文は、『史
記』所収の本文・『章句』所収の本文・『章句』所収の韻文形式の注の三者を比較し、『史記』
所収の本文の方が「原本」に近いと考えられること、韻文形式の注は『史記』所収の本文に対
して付されていると考えられること、そして、その注が王逸以前に遡る可能性があることを指
摘する12。黄論文が根拠とするのは第四句「何不随其流(史記)/何不掘其泥(章句)jおよ
び第24句「何故懐蓮握職(史記)/何故深思高翠(章句)jの二点である。筆者は、黄論文
の見解は信恵性が高く、黄論文が言及していない第2句「…至於江漬(史記)/瀧於江浬(章
句)j も、黄論文の見解を支える三点目の根拠となりうると考えている。他方で、韻文形式の
注の中には『章句』に対して付されたと考えられる部分が見られる。この問題は、押韻の問題
とともに第三章で詳述し第四章でまとめる。
黄論文に従うならば、本文と注の押韻を検討する際には、 『史記』所収の本文を底本とすべ
きであろう。しかし、現行の『章句』所収の注は、言うまでもなく『章句』所収の本文一句ご
とに付されている。冒頭部分を例に取れば、 『史記』本文は「屈原至於江演、被髪行吟津畔J
と二句に分けられ、 『章句』本文は「屈原既放、瀞於江揮。行吟津畔」と三句に分けられる。
『章句』注は「身斥逐也。戯水側也。履荊腕也。」と三句になっており、 『章句』本文の三句
とは対応するが、 『史記』本文の二句と対応させようとすると、三句のうちー句が余ってしま
う。また、 『章句』所収の「漁父莞爾而笑」以下の部分は、 『史記』所収の本文に見えない。
そこで本稿では、基本的に『章句』所収の本文を用い、注との内容の一致や本文同士の押韻に
応じて部分的に『史記』所収の本文を採用し、採用の理由を注記する。
3 r漁父」の押韻状況
以下に「漁父」本文と注に句番号を付し、適宜第一段から第四段に分けて示す。
ゴシック体が考察対象の字である。 ijjは複数の声調や韻部に属する場合に、 i?jは羅著に
記載を確認できず韻部を確定できない場合に付す。「キ」は前漢と後漢で部が異なる場合に付し、
12前掲直8黄論文46頁。
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例えば「陽部本耕部」は前漢では陽部に、後漢では耕部に属することを示す。
I AJ等は本文同士の押韻、 laJ等は注同士の押韻を示す。例えば IAJと laJは、別個の
記号であり関係はない。段落ごとに記号を振る。 I?Jは押韻の可能性がある箇所、 10Jは本
文同士および注同士で無韻の字、 「企」は本文同士の押韻および注同士の換韻、王鐘輩は注にお
いて声調を跨いで押韻する可能性のある部分である。本文の押韻は、平声・上声・去声に関し
ては声調が一致するものに限定する。
第一段
01屈原既放、(上声陽部?l去声陽部0)
02瀞於江;賓、 14(平声真部0)
03行吟津畔、 (去声元部0)
似顔色樵伴、(去声脂部/入声質部150)
05形容枯稿。(上声幽部?宵部?O)
06漁父見而問17之 (平声之部0)
圃身斥逐世。
圏戯水側也。
圏履荊聴也。
函肝徽黒也。
屈癌痩嬉也。
函怪屈原也。
07日「子非三聞大夫18輿190 (平声魚部200)園調其故官。
(入声沃部a13) 
(入声職部a)
(入声職部a)
(入声職部a16) 
(入声鐸部?錫部?a)企
(平声元部b)
(平声元部b)
13羅著に職部と沃部の合韻は、前漢に 4{?l]あり、職沃合韻が2例 (220頁)、沃職合韻は2例 (223頁)である。後漢
に3例あり、職沃合韻2例 (221頁)、沃職合韻1例 (223頁)である。職部と鐸部の合韻は、前漢に職鐸合韻が2
例 (221頁)あり、後漢に鐸職合韻が4例 (231頁)ある。職部と錫部の合韻は、前漢に職錫合韻が2例 (221頁)
あり、後漢は0例である。沃部と鐸部の合韻は前漢O例、後漢に鐸沃合韻が1例 (231頁)ある。沃部と錫部の合韻
は前漢・後漢ともに0例である。三韻の合韻では、後漢に職沃鐸合韻が l例 (222頁)ある。
王注01r逐J(沃部屋韻)・ 02r側J (職部職韻)は、『史記~ / ~章句』 所収の本文との内容上の符合が問題となる
ため、王注03r線J(職部職韻)・ 04r黒J(職部徳韻)を含め、職部と沃部は 『広韻』二百六韻目での合韻例を確認
する。沃部屋韻・職部職韻・職部徳韻を含む例は以下の通り。前漢の職沃合韻では①王褒 「四子講徳論J(職部職
韻、沃部屋韻、臓部徳韻). cg:楊雄 「司空簸J(臓部職韻、沃部屋韻)(220頁)、後漢の職沃合韻では③班固「幽通
賦J(職部職韻、沃部屋韻、職部徳韻)(221頁)がある。前出の職部と沃部の二部合韻以外には、前漢の沃月職合韻
に④楊雄 「幽州簸J(職部職韻、沃部屋韻)(223頁)がある。沃部屋韻・職部職韻を含む合韻は計4例あり、これら
のうち職部徳韻も含む合韻は迂⑤の2例である。したがって王注01r逐」・02r側」・03r練」・04r黒」は押韻す
ると見て問題ない。
14 本文 01~02 は、『史記』 が「屈原至於江i貧」 に作り、 『章句』 は 「屈原既放、瀞於江j車」 に作る。 おおむね『章句』
に従い、王注02と内容を一致させるために 02句末の「濠」字は 『史記』の「演」に改めた。なお 「濠」は平声侵
部/上声侵部つであり、前後の句とは押韻しない。
15本文04r惇」は、『広韻』で去声六至のみに属する。羅著は、去声脂部の至韻のみならず、入声質部の術韻にも
「惇」を収録しており、注① 「体，庚韻入至韻，集韻術韻有此字，音 ‘昨律切'oJと述べる (233頁)。
16黄著は王注目 「逐」・02r側」・ 03r練j・05r癖j を押韻字とするが、 04r黒」には触れていない(第四冊2116
頁。以下、第四冊の場合は特に記さない)。
17本文06r問」は去声真部であり、前後の句とは押韻しない。
18本文07r夫」は平声魚部であり、前後の句とは押韻しない。
19本文07r奥」は、『史記』では 「欺」に作る。「欺」は平声/上声/去声魚部?であり、 「輿」と岡部と考えられる。
20本文07r輿」は 『広韻』で平声九魚・上声八語・去声九御に属する。羅著では魚部の韻字表の平声魚韻・上声語韻
には前漢・後漢ともに収録されるが、去声御韻には前漢のみ収録され、後漢では収録されていない (141~142 頁) 。
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08何故至於斯210J (平声支部0) 圏昌馬遭此患世。 22(平声元部内)企
09屈原田、 (入声月部?O) (無注)
101翠世皆濁、 (入声屋部0) 函衆貧部也。 (上声之部 C24) 
1我猫清。 (平声耕部A) 圏志潔己也。 (上声之部c)
12衆人皆辞、 (去声脂部0) 圏惑財賄也。(上声之部?目旨部?c)企
13我濁醒。 (平声/上声/去声耕部?A) 函廉自守也。(上声/去声幽部出5)
14是以見放。 J(上声陽部?l去声陽部0) 屈棄草野也。(上声魚部?/上声魚部本歌部d)企
まず、本文同士の押韻はどうか。 01"'"'09は、 01"'"'06と09が叙事の部分、 07"'"'08が漁父の
言葉であり、いずれも無韻である。 10"'"'14は屈原の言葉である。このうち 10"'"'13は、 11清」・
13 1醒」が耕部で阿部押韻しており、 10AOAJ形式の隔句押韻となる。
次に、注に関しては以下の三点が指摘できる。
21本文08I斯」は『史記』では「此」に作る。「此」は上声支部であり、 「斯J(平声支部)とは声調が異なるものの岡
部である。
22黄著 「局震遭此壱、也つ。正徳本、隆慶本(中略)作 「易篤遭放於斯也J0 (中略)案:若作 「於斯J.斯字出韻。文選
本亦作 「易篤遭此患也」。則存其奮。J(2117~2118 頁) 。 底本は 「清汲古閣毛表校刻洪興祖楚辞補注」、正徳本は「明
正徳十三年高第、黄省曾繕宋楚辞章句本」、隆慶本は 「明隆慶五年朱多燈夫容館織宋楚僻章句本」である(第一冊、
凡例 1頁。第六冊3369頁)。
23羅著「元部(中略) ‘j患. (中略)韻書都議去聾，漢代議平聾的居多。J(68頁)。元部の韻字表では 「患」を去声
諌韻ではなく平声聞l韻に収め、注③ 「患，慶韻収在去聾諌韻，漢代韻文均輿平整字押韻，故列於平撃。Jと述べる
(207頁)。
24羅著に之部と脂部の合韻は、前漢に 11例あり、之脂合韻が3例(平声2例、去声1例:131頁)、脂之合韻が8例
(平声4例、上声2例、去声2例:167頁)である。後漢に 11例あり、之脂合韻が4例(平声3例、上声 1例:
132頁)、脂之合韻が7例(平声4例、去声3例 :168頁)である。
25 ~広韻』韻目のうち、上声と去声は対応する平声の韻目を用い、 ( )内に上声と去声の韻目を補う。例えば、「上平声
五支」は「支韻」、「上声四紙」は I(紙)支韻」、「去声五箕」は I(箕)支韻」と表記する(以下問じ)。
羅著によれば、王注目 「守」には上声幽部の(有)尤韻と去声幽部の(宥)尤韻の二音がある。王注 14I野」が上声
であるため、 「守」 は上声幽部の(有)尤韻を採用する。 14I野」には二音があり、 一つは上声魚部の儲)魚韻である
が、魚部の韻字表には前漢・後漢ともに収録されていない (141~142 頁) 。 もう一つは上声魚部本歌部の偶)麻韻で
あり、前漢では魚部に、後漢では歌部に属する (142・154頁)。
まず、王注 14I野」が魚部本歌部麻韻の字であると仮定する。前漢に幽部と魚部の合韻は 11例あり、幽魚合韻が
6例(平声3例、上声3例:136頁)、魚幽合韻が5例(平声2例、上声 1例、去声2i7lJ:150頁)である。前漢で
あれば 「守J・「野Jは幽魚合韻と見なせる。しかし、後漢に幽部と歌部の合韻はO例であり、後漢に 「守J• I野」は
押韻と見なせない。この点から 13・14は前漢に成立したように見える。しかし、上掲した前漢の幽部と魚部の合韻
の中に、幽部尤韻と魚部麻韻の合韻は0例である。王注目 「守」・14I野」は押韻すると断定できず、前漢に成立し
たと特定することもできない。
次1=、王注 14I野」が、魚部の韻字表には見えないものの、前漢・後漢ともに魚部魚韻の字であると仮定する。
上述の通り、幽部と魚部の合韻は前漢に 11例ある。後漢に 27例あり、幽魚合韻が 15例(平声9例、上声4例、去
声2例:137頁)、魚幽合韻が 12例(平声7例、上声4例、去声 1例:151頁)である。幽部尤韻と魚部魚韻の合韻
は、計 12例ある。前漢に幽魚合韻の①劉去「歌一首」・②楊雄 「上林苑令簸J(平声:136頁)、魚幽合韻の喧鴻雄
「羽猟賦J(平声:150頁)・④司馬相如「子虚賦」・⑤劉向 「九歎」の 「遠遊J(去声:同頁)が見える。後漢に魚幽
合韻の⑥王逸 「九思」の 「悼面LJ・⑦閥名「李矧碑」・⑤無名氏 「歩出夏門行」・⑨無名氏「古詩篤焦仲卿妻作」・⑩同
(平声:151頁)・⑪張衡「舞賦」・⑫察崖「胡贋碑J(上声 .同頁)が見える。そのため、王注目・ 14は前漢におい
ても後漢においても成立する。
以上より、王注目 「野」が魚部本歌部麻韻であれ、魚部魚韻であれ、注目 「守」・14I野」の押韻が前漢に成立し
たとは特定できない。
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第一に、すべて本文一句に対し注一句が付される、 1 b形式である。後掲の第二段から第四
段も同様である。
第二に、注同士は、最後の 14の換韻を含めれば、 5.S・12・14と四度換韻しつつ、全体が
押韻している。
第三に、成立年代を前漢または後漢に特定できる押韻例は見えない。以下は、注目「守J• 
14 r野」が押韻するとの前提に立って、羅著に従い考察する。「守」は上声幽部の(有)尤韻であ
る。「野jは上声魚部の(語)魚韻と上声魚部本歌部の(馬)麻韻の二音を持つ。
まず、「野」が上声魚部本歌部の(馬)麻韻であると仮定すれば、前漢には幽部と魚部の合韻例
があるため 13・14は押韻し、後漢には幽部と歌部の合韻例がないため 13・14は押韻しない。
したがって 13・14は前漢で成立したように見える。しかし、前漢の幽部と魚部の合韻例の中
に、幽部尤韻と魚部麻韻の合韻は見えないため、 13・14が前漢に成立したとは断定できない。
次に、「野」が上声魚部の(語)魚韻であると仮定すれば、前漢・後漢ともに幽部と魚部の合韻
例があり、幽部と魚部の合韻例の中に前漢・後漢ともに幽部尤韻と魚部魚韻の合韻が見えるた
め、 13・14は前漢でも後漢でも押韻する。
以上から、注目「守」・14r野」の押韻が前漢に成立したとは断定できない。この他の部分
にも、成立年代を前漢または後漢に特定できる押韻例は見えない。
本文と注の関係に関しては、以下三点の特徴が見える。
第一に、注の中には、『史記』本文に対応した部分と、 『章句』本文に対応した部分とが入り
混じっている。 01""'02は本文が「屈原至於江漬(史記)/屈原既放、瀞於江揮(章句)J 、注は
「身斥逐也。戯水側也」である。
まず01に関して、注「身斥逐也」は、 『章句』本文の「屈原既放」の「放」に対応している。
『史記』本文は「屈原Jのみで、注「身斥逐也」と対応する文字を含んでいなし)26。
次に、 02本文「至於江漬(史記)/瀞於江漕(章句)Jと注「戯水側也」について、黄著が興
味深い指摘を行っている27。
史記巻八四屈原列停「瀞於江津J作「至於江漬J0 (中略)案:(中略)抽思「長瀬端流祈
江揮今J，章句:r揮，淵也。楚人名淵日揮。 j作「江揮J，無側畔義。章句「水側J云云，
奮本作「江演J，謂江夏之演。
26 ~史記』で 01~02 r屈原至於江演」の直前に提示される 「令矛子蘭開之大怒、卒使上官大夫短屈原於頃裏玉、頃裏
王怒而遷之。」の 「遷」字は、内容の上では王注「身斥逐也」と対応すると言いうるが、 「漁父」に含めることは困難
であろう。
27黄著 2113頁。
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『史記』巻八四屈原列樽は「江揮に瀞ぶ」を「江演に至る」に作る。(中略)思うに、(中
略)(i九章Jの)i抽思」本文は 「長瀬端流江揮を祈る」であり、これに対する『章句』
注は「漕は、淵なり。楚人淵に名づけて揮と日う。」である。(i抽思」は)i江揮」に作っ
て、(注に)側という意味がない。(しかし「漁父」の)w章句』注は「水側」云云としてい
るため、蓄本では「江漬」に作り、江夏の演のことをいっていたのだ。
このように、黄著は02では『史記』本文と注が内容の面で対応することを指摘する。
第二章で上述したように黄論文は、注が『章句』所収の本文に対してではなく、『史記』所収
の本文に対して付されたとの説を唱えており、第二段で後述するように 19への自らの指摘と
24への黄著の指摘の二点を自説の根拠とする。黄著による 02本文「漬(史記)/揮(章句)J
と注「水側Jへの指摘は、 24への黄著の指摘と同様で、あり、黄論文では取り上げられていない
ものの、黄論文の見解を裏付ける三点目の根拠となる。
その一方で、 02注「戯水側也jの「戯」は状況が異なる。 『史記』本文「至於江漬」の 「至」
に対して「戯Jと注したとすれば、内容の上で飛躍が生じたことになる。『章句』本文「瀞於江
i軍」の 「瀞」に対して 「戯」と注したとすれば、本文の内容をパラフレーズしたことになる。
したがって、 02注「戯」は、『史記』本文への付注というよりも、『章句』本文への付注と見る
方が自然である。
以上のように 01""02は、 01注 「身斥逐也」と02注 「戯」が『章句』本文に対して、 02注
「水側」は『史記』本文に対して、付注されたと考えることができる。これらの例から注の中
には、『史記』本文に対応した部分と『章句』本文に対応した部分とが混在すると言える。
以下の第二・第三は、本文と注を組み合わせて朗請した場合の特徴である。
第二に、本文の叙事と登場人物の言葉との境目と、注の換韻箇所は、 一致する箇所と一致し
ない箇所とがある。本文は06i漁父見而問之」までが叙事の部分、 07í日『子非三聞大夫輿~J
以降が漁父の言葉である。注は06から換韻しており、境目が一致しない。他方、漁父の言葉が
終わる 08i何故至於斯jおよび屈原の言葉が終わる 14i是以見放Jの二箇所では、注の押韻も
終了しており、境目は一致する。
第三に、本文の換韻と注の換韻は一致しない。本文は 10""13が iOAOAJ形式で押韻する
が、注は 13から換韻するため、本文は 10""12と13に分断された形となる。
第二段
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15漁父目、 (入声月部?Oめ
16 I聖人30不凝滞於物、(入声質部0)
17而能輿世推移。(平声歌部本支部A31)
圏隠士言也。(平声元部a29)
圏不困辱其身也。(平声真部a)
函随俗方園。(平声元部a)企
却黄論文は、 15i日」・16i物」・18i濁」・21i酔Jを入声混押とする(前掲注8論文47頁)0 i酔」は上古音では入
声、漢代音では去声となるため、王著・羅著の双方で確認した。王著・羅著ともに 15・16・18・21には押韻と見な
せる部分もあるが、四字全体を押韻と見なすことは困難であるため押韻とはしない。また、同じ字を用いた前出の
09 i日」・ 10i濁」・12i酵」も押韻とはしない。
まず、叙事の部分と登場人物の言葉を跨ぐ押韻について述べる。 15此叙事の部分、 16・18・21は漁父の言葉であ
る。また、前出の 09は叙事の部分、 10・12は屈原の言葉である。このように叙事の部分と登場人物の言葉を跨い
で押韻する例は、 「漁父」には見えないが、 「卜居」には一箇所見える。前掲注2前稿の7頁に挙げた「卜居」の第
11句・第四句 「倉矛乃端策梯亀(平声幽部)、日 『君勝何以教之(平声之部)0 ~J および同頁の注 29 (本稿末尾の正
誤表)を参照。
「亀」は叙事の部分、「之Jは鄭傷罪の言葉であり、両者が押韻するとすれば、叙事の部分と登場人物の言葉を跨
いだ押韻となる。「亀」は幽部尤韻、「之」は之部之韻である。羅著の幽部と之部の合韻例の中には幽部尤韻と之部
之韻の合韻が多数見える。例えば前漢には、之幽合韻の劉友「歌一首J(平声:130頁)、幽之合韻の買誼「鵬烏
賦J(平声:136頁)、後漢には、之幽合韻の班彪 「北征賦J(平声:131頁)、幽之合韻の侍毅 「洛都賦J(平声:
137頁)がある。したがって、「 卜居」第 11句「亀」と第 12句 「之」は、叙事の部分と登場人物の言葉を跨ぐもの
の、押韻と見なして差支えないであろう。
次に王著に従って、「漁父J15 i日J(月部) w漢字古音手冊~ 71頁)・ 16i物J(物部:W漢字古音手冊~ 147 
頁)・ 18i濁J(屋部 :王著 i(詩経》 入韻字音表J115頁)・ 21i醇J(物部・王著 i(詩経))入韻字音表J119頁)
のうち、二韻間の合韻例を示す。①15i日J(月部)と 16i物J(物部)は、王箸 「楚辞韻読Jに月部と物部の合韻
が3例(i九章」の「哀郵J442頁、「九弁J467頁、「招魂J469頁)あるため、押韻と見なせる。②15i日J(月
部)と 18i濁J(屋部)は、王著 「鐙辞韻読」に合韻例がなく、仰韻と見なし難い。③15i日J(月部)と 21i酔」
(物部)は、①に向じく押韻と見なせる。④16i物J(物部)と 18i濁J(屋部)は、王著 「楚辞韻読」に合韻例が
なく、押韻と見なし難い。⑤16i物J(物部)と 21i酔J(物部)は同部で押韻する。⑥18i濁J(屋部)と「酔」
(物部)は、王著「楚辞韻読」に合韻例がなく、押韻と見なし難い。①~⑥より、 15i日」・16i物」・ 21i酔」の
三字問では押韻が成立しうるが、 18i濁」は他の字と押韻せず、そのため 15・16・18・21の四字を押韻と見なす
ことは難しい。
また羅著に従って、「漁父J15 i日J(月部?)・ 16i物J(質部)・ 18i濁J(屋部)・ 21i酔」ω旨部)のうち、 二
韻問の合韻例を示す。①15i日J(月部?月韻)と 16i物J(質部物韻)。月部と質部の合韻は前漢に9例あり、質月
合韻は8例 (235頁)、月質合韻は1例 (238頁)である。後漢に 13例あり、質月合韻は5例 (236頁)、月質合韻
は8例 (238頁)である。月部と質部を含む三韻以上の合韻には、前漢に質月祭脂合韻が1例 (235頁)、後漢に脂
月質合韻が1例(去声:169~170 頁)、職沃屋繰薬月質合韻が 1 例 (222 頁)、質月脂合韻が 1 例 (236 頁)、月質
職合韻が1例、月質絹合韻が1例、月緒質錫職合韻が1例(以上は238頁)ある。しかし以上の合韻例に、月部月
韻と質部物韻の合韻は含まれていない。そのため、 15i日」と 16i物」が押韻するとは断定できない。②15i日」
(月部ヲ)と 18i濁J(屋部)は、月部と屋部の合韻が前漢・後漢ともにoOlJであるため、押韻とは見なし難い。③
15 i日J(月部?月韻)と 21i酔J(脂部至韻)。月部と脂部の合韻は、前漢に0例、後漢に脂月合韻が1例(去声:
169頁)あるが、この 1例は脂部至韻を含むものの月部月韻は含まない。そのため 15i日」と 21i酔」が押韻する
とは断定できない。④16i物J(質部)と 18i濁J(屋部)は、質部と屋部の合韻が、前漢・後漢ともに0例である
ため、押韻とは見なし難い。⑤16i物J(質部物韻)と 21i酔J(去声の脂部至韻)。質部と脂部の合韻は、前漢に
脂質合韻が 1例(去声:168頁)ある。後漢に 10例あり、脂質合韻が9例(去声:169頁)、質脂合韻が1例 (236
頁)ある。三韻以上の合韻は、前漢に質月祭脂合韻が1例 (235頁)、後漢に脂月質合韻がl例(去声:169~170 
頁)、質月脂合韻が1例 (236頁)ある。以上の合韻例の中で、質部物韻と脂部至韻の合韻は、後漢の脂質合韻の張
衡 「西京賦」・茶屋「胡庚黄瑳頒J(去声:169頁)2例が見えるため、 16i物」と21i酔」は押韻しうる。⑥18
「濁J(屋部)と 21i酔」α旨部)。屋部と脂部の合韻例は、前漢・後漢ともに0例であるため、押韻とは見なし難
い。①《ベIDより、 16i物」と 21i酵」の間では押韻が成立しうる。 15i臼」と 16i物J、15i日Jと21i酔」の
問では、押韻の可能性があるものの押韻するとは断定できない。18i濁Jは他の字と押韻しない。結果として、
15・16・18・21の四字は押韻と見なし難い。
29羅著、元部と真部の合韻は、前漢に 51例あり、真元合韻が39例(平声34例、上声2例、去声3例:203 頁~204
頁)、元真合韻が 12例(平声 10例、去声2例・ 211頁)である。後漢に 102例あり、真元合韻が63例(平声60
例、上声 1例、去声2例:204 頁~206 頁)、元真合韻が 39 例(平声 35 例、去声 4 例: 212頁)である。
30 16本文 「聖人」を『史記』は「夫聖人者」に作る。「者」は上声魚部*歌部であり、前後の句と押韻していない。
31 本文 17i移J• 20 i波J• 23 i醸」は、前漢では歌部同士の押韻となる。後漢では歌部と支部の合韻となる。羅箸
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18世人皆濁、 (入声屋部0) 圏人貧禁也。 32 (平声侵部?b)
19何不随其流、 33 (平声幽部B) 圃同其風也。(平声侵部/去声東部?b)
20而揚其波。(平声歌部A34) 圃輿浮沈也。ぉ(平声侵部/上声侵部?/去声侵部?b)企
21衆人皆酔 (去声脂部0) 固巧伝曲也。 36 (入声屋部c)
22何不舗其糟、 (平声幽部?37B) 圏従其俗也。(入声屋部c)
23而歓其醸380 (平声/上声歌部?本支部?39A)圃食其椋也。(入声屋部C)A 
24何故懐嘩握職、 40(平声幽部?41B) 圏濁行忠直。(入声職部d)
25自令放属。 J (平声歌部本支部A) 圃遠在他域。(入声職部d)企
本文同士の押韻について、王著「楚辞韻読」は 17I移」・ 20I波」・ 23I醸J(王著は『史記』
に、後漢の歌部と支部の合韻は9例あり、歌支合韻が4例(平声:157頁)、支歌合韻が5例(平声5例:161頁)
である。
32黄著「人食事E也。。底本及正徳本、隆慶本(中略)無注。惜陰本、同治本有 「人貧婆也」四字注。(中略)文選本亦
有此注，様補。 J(2122~2123 頁)。惜陰本は ri青道光二十六年長沙惜陰軒叢書繕刻本J、同治本は ri青同治十一年
金陵書局編刻本」である(第六冊3370頁)。
33本文 19は、王注との内容の一致と本文同士の押韻を考慮して、『史記』の 「何不随其流」に従う。『章句』は「何不
沼其泥」に作る。「泥」は平声脂部であり、前後の句とは押韻しない。
34本文20r波」と 23r蹴は、前漢では歌部同士で押韻すると考えられる。後漢では「画展むか支部に移り、歌部と支
部の合韻となると考えられる。後漢の歌部と支部の合韻は、前掲注31を参照。
35王注20は 『章句』が「輿沈浮也」に作る。黄著は「浮，幽韻，曲、俗、禄，屋韻，侯之入。幽、侯合韻。J(2126 
頁)と述べ、 20r浮」 ・21r曲」・ 22r俗」 ・23r禄」を押韻字とする。しかし「浮」は平声幽部、 21r曲J~23 
「椋」は屋部であり、羅著に幽部と屋部の合韻は前漢・後漢ともに0例である。黄論文は、 r(前略)只有“輿沈浮
也"一旬不入韻，疑当作“輿浮沈也"“沈"属侵部字，与上面両句韻文注押韻。“浮沈"這筒語詞，井不見子《章
句))，俸制里面只有“沈浮"不過這箇語詞集中出現在《九歎・憂苦》的章句里。旬日鼎乍将沈"的話，這一段
韻文注可以劃出四箇部分，厳然這四部分大致就是《韻読》所分四箇韻句， (後略)J、注④「按:(中略)((史記・意盆
是錯列伝》 “意盆病免居家，輿閤里浮沈，相随行，闘雑走狗"(中略)，其中“浮沈"之意与《漁父》韻文注相問。」
と述べる(前掲注8論文46頁)0 w章句』 ・『文選』に「浮沈」に作る例は見えないが、黄論文に従い「浮沈」に改め
る。
36黄著「巧倭曲也。。正徳本、隆慶本(中略)無注。景宋本作「惑財賄也J又引ー云「巧侯曲也」。案:皆先立之。文選
本亦有此注，嘗補。 J(2125頁)。
37本文22r糟」は、『広韻』では下平声六豪に属す。下平声六豪に属する字は、羅著では幽部・宵部のいずれかに属す
る。羅著の幽部は、『広韻』下平声六豪に属する「曹」・「噌」を収める (132頁)。したがって22r糟」は平声幽部
に属する可能性が高い。
期本文23rA駐は、『史記』では「酪」に作る。「醜」は平声歌部?*支部である。前漢は歌部に属し、後漢は支部に移
ると考えられ、この点は「醸jと同様である。
39本文23r酷は、『広韻』では上平声五支 ・上平声九魚・上声四紙に属する。上声四紙は上平声五支と対応してい
る。上平声五支・上声四紙の字は羅著において、前漢では歌部、後漢では支部に収録される。『広韻』上平声五支
は、羅著では後漢で支部に属する「祷」字を収録し、『広韻』上声四紙は、羅箸では前漢は歌部に、後漢は支部に属
する「纏」字を収録する。ここから、 23r置恥は前漢では平声/上声歌部、後漢では平声/上声支部と考えてよいであ
ろう。また上平声九魚の字は、羅著では前漢・後漢ともに魚部に属する。
拍本文24は、王注と内容を一致させるため、『史記』の「懐進握総」に従う。『章句』は「深思高奉」に作る。 24
「奉」は、『広韻』では平声九魚・上声八語・去声九御に収録される。羅著では魚部の韻字表(前漢)は、上声語韻
と去声御韻に「奉」を収録する。去声「翠」に付された注⑤は 「奉，庚韻只収上聾語韻，按古亦議去撃，詳唐韻四聾
正 (19頁)0 Jと述べる (141頁)024 r拳」と 19r流J・22r糟J(二字ともに平声幽部)とは、幽魚合韻となる。
幽部と魚部の合韻は、前掲注25を参照。王注目「守」への付注である。
41本文24r総」は、『広韻』では下平声十八尤に属し、下平声十八尤に属する字は羅著では之部・幽部・魚部のいずれ
かに属する。羅著の幽部は、『広韻』下平声十八尤に属する「検」・「険」を収める。したがって24r論」は平声幽部
に属する可能性が高い。
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の 「酷jに従う)・25I属」が歌部で押韻するとし、これ以外は押韻字としていない。黄論文は、
王著が挙げた以外にも、 19I流J(幽部)・ 22I糟J(幽部)・ 24I職J(侯部)が幽侯合韻で押韻
すると述べる42。
羅著の漢代音では、 19I流」・ 22I糟」・ 24I瑞jは幽部の阿部押韻となる。 17I移J(歌部本
支部)・ 20I波J(歌部)・ 23I醸J(歌部本支部)・ 25I篤J(歌部本支部)は、前漢では歌部の同
部押韻、後漢では歌部と支部の合韻となる。
以上より 16'"'-'25は、 16・17が iOAJ、18'"'-'20は IOBAJ、21'"'-'23は IOBAJ、24・
25は IBAJとなる。複雑な構造の押韻である。
注同士の押韻では、黄論文に従い 20の押韻字に「沈」を採用すると、全句が押韻する。換韻
は、最後の 25を含めれば、 17・20・23・25の四箇所に見える。
本文と注の関係については、以下五点の特徴がある。
第一に、 『章句』注には、『史記』所収の本文に対応した部分と、『章句』所収の本文に対応
した部分とが入り混じっている。まず 19本文「何不随其流(史記)/何不掘其泥(章句)J、注
「同其風也」について、黄論文は以下のように述べる。
“何不澗其泥"的“泥"是脂部字，而“何不随其流"的“流"是幽部字，表面上来看這
両句不是韻脚，因此古韻的帰属似乎没有多大意義。不過，下面“何不舗其糟"的“糟"也
是幽部，市且“何不随其流"和“何不舗其糟"句式相同，令人懐疑是否有句中韻，如果是
句中韻的話，那贋作“何不随其流"較為合宜。而這ー句的韻文注是“同其風也"似手是
対 “随其流"的闇釈，因此《史記》更接近原本。 J43 
「何不掴其泥」の「泥」は脂部の字であり、「何不随其流」の「流」は幽部の字であり、
表面を見たかぎりでは、この両句は押韻字ではなく、そのためこの古韻の帰属も大きな意
味はないようだ。しかし、下の「何不舗其糟」の 「糟Jも幽部であり、しかも「何不随其
流」と 「何不舗其糟」は句作りが同じであって、人に句の中で押韻するのではないかと疑
わせる。もしも句の中で押韻するのであれば、 「何不随其流」に作るのがより合っている。
さらにこの一句の韻文の注は「同其風世」であり、 「随其流」に対する解釈のようである。
そのため『史記』の方が原本に近い。
黄論文は、 19では 『史記』本文「何不随其流」の方が、 22本文 「何不舗其糟Jと句作りが同
じで押韻すること、内容上でも注 「同其風也」と符合すると指摘する。これらの指摘のうち、
42前掲注8黄論文47頁。
43前掲注8黄論文46頁。
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句作りと押韻については問題がないであろう。本文と注の対応関係はどうだろうか。
『史記』本文 「何不随其流」と注「同其風也」の内容面での関係を詳しく見ると、注「同」
は『史記』本文「随Jに対応すると言えよう。また、注 「其風Jと『史記』本文「其流Jは、
「風Jが空気の動きを、「流」が水の動きを示しており、動きという共通性がある。ここでの「其
風」・「其流」はどちらも世間の好ましからざる風潮という意味に解釈できる。注は『史記』本
文を忠実にパラフレーズしていると考えられる。他方で、黄著は以下のように述べる。
史記巻八四屈原列停「掘其泥j作「随其流J，集解引楚詞作「滑其泥j。湘輿滑同，並泊
字之偲借，調露L也。詳参遠遊「無滑市魂守J注。(中略)章句「同其風」云云，以掘乱馬同，
猶混同世。首L有合同意。如水経注調「合流」義多用「乱流」是也。 44
『史記』巻八四屈原列侍は「掘其泥」を「随其流」に作り、『史記集解~ (引用者注:正
しくは『史記索隠~)は楚調(楚辞)を引用して「滑其泥」に作る。「掴J は「滑」と同じ
であり、どちらも「泊」字の仮借で、唱し」のことを言っている。詳しくは「遠遊Ji無滑
而魂守」の注を参照せよ。(中略)w章句』の 「同其風」云々は、 i屈首LJを「同」としてお
り、混同のようなものだ。「首LJには、合同の意味がある。『水経注』が「合流」の意味を
言うのに「首L流」を多く用いるようなのがこれである。
黄著によれば、 19注「同其風世Jの「同」は、『章句』本文「何不掘其泥」の「澗(混ぜ合わ
せる)Jに対応するという。このほか、注「其風」については、先述の通り「風」が動きを表し、
「其風」は世間の好ましくない風潮と解釈できる。これに対して 『章句』本文 「其泥」の 「泥」
は、流動性がそれほど高いとは言えない物で、動きを示す「風Jとの聞には差異があるように
見える。しかし、「其泥」は汚れた好ましくない物と解釈でき、注「其風」の世間の好ましくな
い風潮という解釈と、好ましくないものという点では対応していると言える。注は『章句』本
文をパラフレーズしたと考えることができる。
以上を総合すれば、 19注「同其風也」の「同」は、『史記』本文「何不随其流」の「随」に
も、『章句』本文「何不掘其泥」の「掘」にも対応していると言える。注「其風」は、『章句』
本文「何不掘其泥」の「其泥」にも、『史記』本文「何不障其流Jの「其流Jにも対応している
ようだ。したがって、黄論文の指摘のうち「この韻文の注は『同其風也』であり、『随其流』に
対する解釈のようである(而這一句韻文注是“同其風也"，似乎是対“随其流"的聞釈)Jの部
4 黄著2123頁。「遠遊」の「無滑而魂今」疏謎「。正徳本、隆慶本(中略)正文「無滑」作「無沼滑」。補注引「滑」
一作 「沼J.又引ー 云 「無泥滑而魂J.日 「沼、滑並音骨。沼，濁也。滑. ~L也。 J 案:説文水部: I沼， 濁也。人入
水、屈撃。」 段注:I今人泊首L字嘗作此。」又 :I滑，利也。人入水、骨聾。」段注:I古多借震泊首L之泊。」酒、滑，
皆泊字之仮借。泊，首L也。J(1981頁)。
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分は成立し難いと考えられる。
次に24本文 「何故懐瑳握職(史記)/何故深思高翠(章句)J、注「濁行忠直j に対して、黄
著は次のように指摘する。
瑳、職，並美玉名，喰忠直之行。詳参懐沙 「懐理握瑞」注。若作「深思高奉J，無「忠直J
義。蓄作「懐嘩握職J0 45 
瑳・職はどちらも美玉の名であり、忠直の行いを喰える。詳しくは (1九章」の)1懐沙」
「懐瑳握瑞」注を参照せよ。もし「深思高奉」に作れば、「忠直」の意味がない。奮(本)
は「懐嘩握瑞」に作っていたのだ。
黄著の 24に対する指摘は、第一段で前出の黄著の 02に対する指摘と同様に、『史記』本文
と注が内容面で対応するとしている。黄論文は、先述した 19に対する自らの考察と、 24に対
する黄著の指摘から、注は『章句』所収の本文ではなく『史記』所収の本文に対して付された、
との見解を示している460
第二に、本文 151漁父日」には、注「隠士言也」が付されている。屈原と漁父との問答は、
07 (漁父) 1日『子非三聞大夫輿~J 、 09 1屈原日」、151漁父日」、 261屈原日」、38(漁父)1歌
日」の順に話者が交代するが、 「日Jそのものに付注されているのは、 151漁父日」 ー箇所だけ
である47。
前稿で検討した「ト居」ではどうか。本文第 13句「屈原日Jに注「吐調情世Jが付される一
方で、第 09句(屈原) 1日『余有所疑~J 、第 12 句(鄭信芳) 1日『君牌何以教之~J 、第 58 句
(鄭信費) 1日『夫尺有所短 ~J は、「日」 そのものに注が付されることはなく、 「日j の直後の
登場人物の言葉一句に付注されている。したがって「卜居」においても、「日」を含む句に付注
されているのは、第 13句「屈原日」 ー箇所のみである。第 13句 「屈原日」は、第 14句から
第56句まで計四十三句に及ぶ屈原の言葉を提示するものであり、この屈原の言葉は「卜居」全
六十六句の中核を占めている。 「卜居」においては、作品の中核をなす登場人物の言葉を提示す
る 「日」に、注が付されていると言うことができよう。
45黄箸2127貰。 「九章」の 「懐沙Jr懐瑳握職今」に関しては王注 「在衣篤懐，在手篤握。嘩、職，美玉也。」、疏諮
「道総 一美玉之名.(中略)左侍宣公十五年 「瑳聡匿蝦J.正義 「理職，玉之美名。」 此雄分別言之，亦一玉名，除
己美徳也。下文(引用者注・ 「懐沙」の 「菌LJ)r懐質抱情濁無正也J.即承此来。J(同書第三冊 1686~1687 頁) 。
46前掲注8黄論文46頁。なお、 24本文の押韻に関しては 「“論"是侯部而“暴"是魚部，在漢代侯、魚両部合流，没
有多大的分別J(同頁)と述べ、両者とも押韻すると見るようだ。
47黄論文は、 「相反在“漁父日"有韻文注，明顕是作一句，相対子“日子非三聞大夫輿"“屈原日奉世皆濁"“屈原臼我
聞之"“歌自治浪之水清今..這幾組句子“日"字後面都没有韻文注，因此可見韻文注存在与否，不単是起了一種語気
停頓標示的作用，還有特別標示作用。韻文注似乎是要強調這一段的“漁父日..突出漁父対世間的疑問。 」と述べる
(前掲注 8 論文 45 頁) 。 なお、 07 本文 「日『子非三聞大夫輿~J には王注 「謂其故官」 が付されるが、この王注は叙
事の部分 「臼」よりも、漁父の言葉 「子非三聞大夫輿」に対応するものであろう。
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「漁父Jにおいては、「卜居J第 14句から第 56句までの計四十三句におよぶ屈原の言葉に
相当するような、登場人物の長大な言葉は見えない。 07(漁父)1日jで提示される言葉は二旬、
09 ["屈原日Jは五旬、 151漁父日」は十旬、 26["屈原日」は九旬、 38(漁父)1歌日Jは四句に
止まる。ただし、唯一付注された 151漁父日jは登場人物の言葉としては最長の十句を提示す
るものであり、作品中で最長の言葉を提示する「日」にのみ付注するという点は、 「卜居」と共
通する。しかし、「ト居」で付注されているのは「屈原田」であるのに対し、「漁父Jで付注さ
れているのは「漁父日Jである。仮に「日」への注が、単に言葉の長大さに応じるだけではな
く、登場人物が語る内容の重要性に応じて付されるものであるとすれば、「卜居」注が屈原の言
葉を重視するのに対し、「漁父j注は漁父の言葉を屈原の言葉よりも重視している、と言うこと
ができる。
以下の第三~第五は、本文と注をー続きに朗請した場合の特徴である。
第三に、本文の叙事と登場人物の言葉との境目と、注の換韻箇所は、一致する箇所と一致し
ない箇所がある。本文は 15["漁父日Jまでが叙事の部分、 16["聖人不凝滞於物j以降が漁父の
言葉である。注は 15"-'17が一韻となっており、境目が一致しない。 しかし、漁父の言葉が終わ
る25i白令放馬」 では、注も換韻しており、境目は一致する。
第四に、本文の換韻と注の換韻は25で一致する。また、本文の長く複雑な押韻の中での押韻
の境目と、注の換韻は 17・20・23で一致する48。この部分を詳しく見てみよう。 15"-'25本文
は ["OOA，OBA，OBA，BAJと複雑な押韻形式を持つ。 15"-'25注の押韻を韻部で示せば、
「隠士言也(元真)。不困辱其身也(元真)。随俗方園(元真)。人貧禁也(侵部)。同其風也(侵部)。
輿浮沈也(侵部)。巧侯曲也(屋部)。従其俗世(屋部)。食其椋也(屋部)。濁行忠直(職部)。遠在
他域(職部)0 Jである。注は171園」・ 201沈J・23["雨量」・ 25["域Jで換韻し、これらの換韻箇
所は本文の押韻の境目 iAJに一致する。 15"-'25では注が本文の押韻を重視し、本文の押韻の
境目に合わせて換韻したのではないかと考えられる。
第五に、本文と注を組み合わせて朗請した場合には、注の押韻が本文の押韻の印象を薄れさ
せると考えられる。第四点で挙げた 15"-'25を、本文と注を組み合わせて朗請した場合には、
以下のようになる。「漁父日 (0)、隠士言也(元真)。聖人不凝滞於物 (0)、不困辱其身也(元真)。
而能輿世推移(A)、随俗方園(元真)。世人皆濁(0)、人食禁也(侵部)。何不随其流(B)、同
拍前掲注8黄論文46頁は、壬注の換韻箇所が、王著 「楚辞韻読」が挙げた本文の押韻17r移」 ・20r波J.23 r醸」
(王箸は 『史記』の「醜」に従う)・25r震」に一致すると述べる。王著が挙げた本文の押韻は、 rOOA，OBA，O
BA，BAJの rAJに当たり、本文の押韻の境目として重要な箇所である。
－ 51 －
其風也(侵部)。而揚其波(A)、輿浮沈世(侵部)。衆人皆酔(0)、巧伝曲也(屋部)。何不舗其糟
(B)、従其俗也(屋部)。而歓其醸(A)、食其椋也(屋部)。何故懐理握職(B)、濁行忠直(職部)。
自令放屑(A)、遠在他域(職部)0 J注の換韻箇所が本文の押韻の境目と一致するとはいえ、本文
自体が複雑な押韻形式を持っているため、注の押韻が本文の押韻rOOA，OB A，O B A， B AJ 
の印象を薄れさせてしまうだろう。
第三段
26屈原目、
27 r吾聞之、
(入声月部?O)
(平声之部0)
28新泳者必弾冠、(平声元部/去声元部?O)
29新浴者必振衣。(平声脂部/去声脂部?A5Z)
30安能以身之察察、(入声月部0)
31受物之技法者乎50 (平声/去声真部?A)
32寧赴湘流、 (平声幽部0)
33葬於江魚之腹中57耳、(上声之部0)
34安能以陪陪之白、 (入声鐸部B叫
(無注)
圃受聖制也。 49(去声祭部以0)
圏撫土芥也。 51(去声祭部a)
圏去塵被也。 53(去声祭部a)
屈己清潔也。(入声質部?月部?54a)企
画蒙垢塵也。(里親日6)
冨自沈淵也。(堕真部?b)
国身消欄也。(珪元部b)企?
園般般明也。開(平声陽部卒耕部0)
49黄著「受聖人之制也。([J(中略)文選本作「受聖制也」。案.無 「之」字，倣也。章句用三字句韻語，奮作 「受裂制
也J.J (2128頁)。
ぬ羅著に祭部と質部の合韻は、前漢に質察合韻が3例 (235頁)、後漢に察質合韻が2OiJ(172頁)ある。祭部と月部
の合韻は、前漢に 6例あり、察月合韻が 3例 (172 頁)、月禁合韻が 3例 (237~238 頁)である。後漢に 13例あ
り、察月合韻が7例 (172頁)、月察合韻が6例 (238頁)である。
51黄著「梯土盆也。。文選本作「梯土芥J。正徳本、隆慶本(中略)I土J作 「塵J. (中略)案 :若作 「土盆」、 「塵
盆J，皆出韻。奮作「梯土芥」。金，芥之詑。土芥，習語。J(2128頁)。
52羅著に脂部と真部の合韻は、前漢に脂真合韻が2例(平声 :167頁)、後漢に脂真合韻が3例(平声 ・169頁)あ
る。
53黄著 「去塵綴也。③正徳本、隆慶本(中略)作「桧土械也J，(中略)案:作 「土繊J，輿上「土芥」者複，沓作「塵
機」。塵機，古之習語。 J(2129頁)。
54王注30I潔j は、『広韻』では入声十六屑に属する。 入声十六屑に属する字は、羅著では質部・月部のいずれかに属
する。羅著の月部は、『広韻』入声十六屑に属する「紫」を収める (236頁)。したがって30I潔」は入声月部に属
する可能性が高い。
55本文31は王著に従い「波Jを押韻字とした。「者」は上声魚部本歌部、 「乎」は平声魚部であり、いずれも前後の句
とは押韻しない。
56羅著での真部と元部の合韻は、前掲注29を参照。王注 15I言」への付注である。
57本文33を『史記』は「而葬於江魚之腹中耳」に作り、『章句』は「葬於江魚之腹中」に作る。「中jは平声冬部/去声
東部?であり、前後の句とは押韻しない。『史記』所収の「耳Jも前後の句とは押韻しないが、『史記』に従ってお
く。
58羅著に鐸部と薬部の合韻は、前漢に鐸薬合韻が4例 (230頁)ある。後漢に4OiJあり、薬鐸合韻が1例 (225頁)、
鐸薬合韻が3例 (230頁)である。
59王注34について、黄著は「結陥，猶校校也。。正徳本、隆慶本(中略)作「険校明也J，正徳本、隆慶本(中略)
上有「史云給陪」四字。案 陪給、校校，整之車事。(中略)r明也J，以縛其義。康雅簿訓 :r岐校，明也。」主義此，奮
有「明也」二字。 J(2132頁)と述べる。 王注34は文字に不確実な点があり、なおかつ「明」は前漢で押韻せず、
「般」 と35r汚」との押韻は推測であるため、王注34および35は無韻とする。 以下、 参考までに羅著の押韻例を
挙げる。
－ 52 －
35而蒙世俗之温瞳呼610 J (入声薬部?鐸部?B) 圃被貼汚也。 ω(平声幽部ワ魚部?/去声魚部0)
本文同士の押韻は、 29r衣J(脂部)と 31r波J(真部)が脂真合韻で押韻し、 28"'-'31は隔
句押韻 rOAOAJとなる。 34r白jは鐸部に属し、 35r蟻」は薬部もしくは鐸部に属し、両
者は鐸部の阿部押韻もしくは鐸薬合韻となり、 34・35は毎句押韻 rBBJとなる。
注同士の押韻は、 30で換韻する。 31r塵J(平声真部)・ 32r淵J(平声真部)・ 33r欄J(去
声元部)は、平声と去声を跨いだ真元合韻となりうる。 34r明」・ 35r汚Jは無韻である。
本文と注の関係は、次の通りである。
第一に、本文の叙事と登場人物の言葉との境目と、注の換韻箇所は、 一致するか否かの判定
ができない。本文は26r屈原日」が叙事の部分で27以降が屈原の言葉であるが、 26は無注で
あるため判定ができない。また、屈原の言葉は35r而蒙世俗之温瞳乎」で終わるが、注は 34・
34 r明」は、前漢では陽部に属し、前後の句と押韻しない。後漢では耕部に属し、 31r塵J(平声真部) ~33 
「繍J(去声元部)とは平声と去声を跨いだ真部・元部・耕部の三部合韻となりうる。この場合、王注35は無韻と
なる。後漢に真部・元部・耕部の合韻は6例見え、耕真元合韻が1例(平声:198頁)、真元耕合韻が5例(平声:
206頁)である。
また、王注34を 「陪倍、猶鮫鮫也」に作り、 34r鮫」・35r汚」が押韻すると仮定すれば次のようになる。34
「鮫」は『広韻』上声二十九篠(平声薪韻に対応)であり、羅著では幽部?宵部?となる。宵部では平声肴韻に
「交」・「郊Jを、去声(費支)肴韻に「穀」・「校Jを収録するため、 「鮫」は宵部の可能性が高く、上声宵部の(篠)薪韻
と考えられる。また 35r汚(汗)Jは、『広韻』では平声十虞・平声十一模・去声十一暮に属する。これらのうち平声
十一模と去声十一暮が対応しており、羅著において平声十一模は魚部、去声十一暮は魚部に属する。「汚」は魚部模
韻には収録されていないが魚部暮韻には収録されている。また平声十虞は羅著では幽部?魚部?であり、魚、部では虞韻
に 「昨J・「粁」・「子」・「肝」・「迂」・「竿」を収録するため、虞韻の 「汚(汗)Jは魚部に属する可能性が高い。した
がって 「汚Jは平声魚部の模績、去声魚部の(暮)模韻、平声魚部の虞韻に属すると考えられる。
34 r鮫J(上声宵部(篠)新韻)・ 35r汚J(平声魚部模韻/去声魚部(暮)模韻/平声魚部虞韻)は、上声と平声または
上声と去声の声調を跨いだ、宵部と魚部の押韻となりうる。宵部と魚部の合韻は、前漢に7例あり、宵魚合韻が2
例(平声:140頁)、魚宵合韻は5例(平声4例、去声 1例:149頁)である。後漢に 14例あり、宵魚合韻が5例
(平声3例、上声 1例、去声1例:140~141 頁)、魚宵合韻は 9例(平声 5 例、上声 4例: 151頁)である。上声
宵部(篠)章者韻と平声魚部模韻/去声魚部(暮)模韻/平声魚部虞韻を含む合韻は、上掲の宵部と魚部の二部合韻のうち、
後漢の魚宵合韻に①王逸 「九思」の 「遭厄J(魚部(慶)虞韻、宵部(篠)書官韻)(上声:151頁)がある。また宵部と
魚部を含む三部以上の合韻の中には、後漢の魚幽宵歌合韻の②張超「諭青衣賦J(宵部(篠)蒲韻、魚部(嚢)虞韻、魚
部(姥)模韻) (上声:152頁)がある。以上の計2例から、 34r鮫」・35r汚」は押韻する可能性がある。
同本文 35は『史記』の 「温蟻」に従った。『章句』は 「塵挨」に作る。「挨」は平声之部、前後の句とは押韻しない。
湯嫡正 「寝‘温蟻"一一兼論先秦漢初屈賦侍本中雨箇不同的体系J(~屈賦新探』 膏魯書社、 1984 年。1l0~123 頁)
は以下のように述べる。『史記』本文の 「温暖」を、『韓詩外伝』所収の 「漁父」本文は 「混汚」に作る。「混汚」が
本字、 rl1i媛Jは同音借字である。原本では「温媛」は 「鰻j盆」に、 「混汚」は 「汚混」に、 『章句』所収の 「塵挨」
は 「挨塵」に作り、 rlhlJ/ r混J/ r塵Jは31 r波」 と押韻していた。 『史記~ (および『章句~) 34の 「之白」は後
に挿入されたものであり、挿入後 「白」と 「媛」が押韻するとして、「媛IhlJが顛倒されて「温媛jとなった。以上
が湯氏の説である。r)hlJは平声真部、 「混」は上声真部、 「塵」は平声真部である。rt毘J/ r塵」と 31r波J(平声/
去声真部?)は阿部の押韻となりえ、「混」と「波」は声調を跨いだ同部の押韻となりうる。湯氏の説は漢代音に照ら
して成立しうるが、ひとまず現行『史記』の34r之白」、35r温媛」に従う。
61本文35の 「乎」は平声魚部である。前後の句とは押韻しない。
62黄著「被貼汚也。。文選本 「貼汚」作 「汗黙J0 (中略)案:(中略)熟汚、汗黙，並出韻，未可詳考。 J(2133頁)。
羅箸では、 35r貼」は上声談部?となる。 「貼」は31r塵J(平声真部) ~33 r嫡J(去声元部)と、韻部では押韻の
可能性があるが、平声・上声・去声の 3つの声調を跨いでいるため、押韻とは見なさない。以下、参考までに談部と
真部・元部との合韻例を挙げる。談部と真部の押韻は、前漢に真談合韻が1例(平声:204頁)あり、後漢はO例で
ある。談部と元部の押韻は、前漢は0例である。後漢に 3例あり、うち元談合韻は2例(平声 1例、去声 1例:212 
頁)、談元合韻は1例(上声・ 214頁)である。真部・元部・談部の三部合韻は、前漢・後漢ともに0例である。
－ 53 －
35が無韻であり、換韻箇所を特定できないため、 一致するか否かの判定ができない。
第二に、本文の換韻と注の換韻には一致しない箇所がある。本文の押韻は31r波」で区切れ
るのに対し、注の押韻は30r潔」で区切れ、境目が一致しない。また、 33"""35注は、少なくと
もおまでが押韻するが、 34・35は無韻で、換韻箇所を確定できない。そのため本文の換韻と
の一致・不一致を判定できない。
第四段
36漁父莞爾而笑、(去声宵部A63)
37鼓植而去。(平声/上声/去声魚部67A)
38歌目、 (入声月部?O)
39 r槍浪之水清守、(平声耕部B)
40可以濯吾纏。(平声耕部B)
41治浪之水濁今、 (入声屋部C)
42可以濯吾足。J(去声魚部?/入声屋部C)
圏笑離断也。 64(平声真部内ω)
圏叩舵舷也。(平声真部?元部?68a)企
(無注)
圃晴世昭明。(平声陽部本耕部州
国体浴升朝廷也。(平声/去声耕部b)企
画晴世昏也。 70(平声真部c)
圃宜隠遁也。(平声真部川)
43遂去、 (平声/上声/去声魚部0) (無注)
44不復興言。(平声元部0) 圃合道真也。(平声真部c)企
ω宵部と魚部の合韻は、前掲注59を参照。王注34への付注である。本文36I笑」は去声宵部の俣)宵韻、 37I去」
は去声魚部の(御)魚韻である。羅著の宵部と魚部の合韻例(三韻以上の合韻を含む)の中に、宵部宵韻と魚部魚韻の
押韻は 13例見える。うち去声は1例で、前漢の魚幽宵合韻①司馬相如 「子虚賦Jの 「去J(魚部制)魚韻)と 「耀」
(宵部(笑)宵韻) (150頁)である。平声・上声は以下に作品名を挙げる。前漢の宵魚合韻では、笹減雄 「河東賦」
(平声:140頁)、魚宵合韻では告冴L威 「鶏賦J・④楊雄 「解潮J(平声:149頁)がある。後漢の宵魚合韻では信灘
固 「幽通賦J(上声 ・141頁)、魚宵合韻では⑥杜篤 「論都賦J(二例掲載されているうちの二例目)・⑦班固 「幽通
賦」・③張衡 「西京賦J(平声:151頁)、⑨寵翻 「達旨」・⑮閥名 「奈湛頒J(上声:同頁)、魚宵歌合韻では⑪班固
「西都賦」・⑫罵融 「長笛賦J(上声 :152頁)、魚幽宵之合韻では⑬王逸 「九恩」の 「逢尤J(平声 :同頁)がある。
臼黄著「笑離断也。文選建州本作 「笑離断J，明州本、尤菱本、正徳本、隆慶本(中略)作 「笑難断J0 (中略)案:文
選巻一一魯霊光殿賦 「玄熊醜談断断J，李善注引蒼額篇:I断，歯根也。」笑離断，調笑使歯輿断分離。難断 「離
断」之詑。J(2133~2134頁)。明州本は 「日本園蔵宋紹輿問明州州皐矯刻文選六臣注本」、建州本は 「宋理宗間建
陽織刻績州文選六臣注本」、尤表本は 「宋淳照尤表校刻文選李善注本」を指す(第一冊、凡例 1頁。第六冊3371
頁)。
白玉注36I断」は、平声真部の他に上声之部?真部ワがある。
剖羅著の真部と元部の合韻については、前掲注29を参照。「漁父Jの王注目 「言Jへの付注である。
67本文 37I去」は、 『広韻』上声八語・去声九御に属する。羅著において、魚部の韻字表(前漢)は平声魚韻・去声御
韻に 「去Jを収録し、注③ 「去， (中略)古有平整一議。」と述べる (141頁)。魚部の韻字表(後漢)は上声語韻・
去声御韻に 「去」を収録する(142頁)。
倒王注37I舷」は、 『広韻』では下平声ー先に属する。下平声ー先に属する字は、羅著では真部・元部のいずれかに属
する。羅箸の真部は、『広韻』下平声ー先に属する 「玄」・「弦」を収める (199頁)。したがって37I舷Jは平声真
部に属する可能性が高い。
69緩著において、 「明」は前漢では陽部に、後漢では耕部に属する。前漢に陽部と耕部の合韻は 13例あり、陽耕合韻
が
5例(平声:188頁)、耕陽合韻は8例(平声5例、去声3例:196頁)である。
70黄著「愉世昏闇。@(中略)案:闇字， 出韻。嬢章句周三字句韻語例，奮作 「輸世昏也」。閤，羨文。J(2137頁)。
71王注42I遁」は『広韻』では上声二十一混・去声二十六恩に属する。羅著は真部の韻字表で平声魂韻のみに収録
し、注①「遁，庚韻収在混愚両韻。楊雄解潮輿‘臣貧存'押韻，故列入平聾魂韻。」と述べる (198頁)。
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本文同士の押韻は、叙事の部分のうち 36r笑j・37r去」が宵魚合韻の rAAJ毎句押韻と
なる。「漁父」では叙事の部分は通常押韻しないが、この部分は 36r漁父」を除けば両句の句
作りが 36r莞爾而笑」・ 37r鼓植而去Jと整っている。「笑」は去声宵部の(笑)宵韻、「去jは
去声魚部の(御)魚韻であり、羅著の宵部と魚部の合韻例の中には宵部宵韻と魚部魚韻の押韻が
見える。句作りと、韻目が合韻例に一致する点から、押韻と見なした。 39r清」・40r裡」は耕
部の同部押韻 rBBJ、41r濁」・ 42r足」は屋部の阿部押韻 rcCJとなる。
注同士の押韻は、 37・40で換韻し、全体が押韻している。
本文と注の関係については、次の三点の特徴が見える。
第一に、第四段72における本文と注は、複雑な過程を経て成立したと想定することができる。
第四段の本文には37r鼓椎市去」、 43r遂去」と「去」字が二度現れる。両者の聞には、 39r槍
浪之水清守Jから 42r可以濯吾足」までの、いわゆる治浪歌が存在するため、本文を一読した
限りでは、読者はさほど違和感を覚えないであろう。だが、全四十四句からなる短い作品の、
終盤に同一の字が二度繰り返される点は、本文の成立過程で何らかの編集が行われた痕跡なの
ではないかとの疑念も生じさせる。例えば、先に「漁父Jを締め括る短い叙事の部分が成立し、
その後、治浪歌が挿入されたために、「去J字が重複して使われるに至ったと推測することが可
能だ。
上記の仮定に基づいて、治浪歌が挿入される以前の形態がどのようだ、ったか考察してみよう。
39"""42の治浪歌が無かったとすれば、槍浪歌を提示する 38r歌日」も必要ないことになる。
38"""42が無ければ、 37r鼓椎而去」と 43r遂去」が直に接することになり、 f去」が重複する
ため、情報量の少ない43r遂去」の方を削除する。その結果、本文および付注は以下のような
形態だ、ったと考えられる。
36漁父莞爾而笑、 固笑離断也。(平声真部)
37鼓植而去、 圃叩舵舷世。(平声真部?元部η
44不復興言。 囲合道真也。(平声真部)
このように治浪歌を欠いた状態でも、作品全体の結末部分としては、いちおう機能するであ
ろう。注目すべきは、 38"""43を削除したにも関わらず、注の押韻は平声真部(もしくは平声の
;z第二章で取り上げたように、『史記』は前出の第一段から第三段までの本文を収録しており、『章句』は第一段から第
四段までの本文を収録している。第四段に関しては、① 『史記』以前に存在しており司馬遷が採録する際に削除し
た、②『史記』よりも後に増補された、との両説が存在する。滝川亀太郎((日)瀧川資言考龍、楊海時整理『史記曾
注考謎』上海古籍出版社、 2015年、陸-3233頁)はcr説であり、中島千秋 「楚辞と史記との『漁父』について」
(~愛媛大学紀要』第 1 部、人文科学、 3 巻 1 号、 1956 年、 135~144 頁)は￠ゆを併記する。
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真元合韻)として、このまま成立しうる点である。この現象に対し、次のような二種類の考え
方ができよう。
一つ目は、本文が全て成立した後、注が付され、注 36・37と41"-'44 (うち 43は無注)の
押韻字が偶然同じ平声真部(もしくは36・37が平声の真元合韻)になった、という考え方であ
る。二つ目は以下のような考え方である。まず 36・37・44からなる短い本文が成立し、次い
でこの部分に注が付され、その後、本文に 39"-'42の槍浪歌と、治浪歌を提示する 38r歌日」、
および槍浪歌と 44を繋ぐための 43r遂去」が挿入された。さらにその後、挿入部分38"-'43に
注が付されたが、付注の際には44の既存の注「合道真也(真部)Jが孤立して無韻とならないよ
う、 41・42注には真部の押韻字を用いて一体の押韻とした。 一方、 36・37注は二句二韻で、
注の押韻の最小単位である二韻を満たしているため、後続する注の押韻字を 36・37に揃える
必要はなく、 39・40注は別個の押韻字(陽耕合韻もしくは耕部)を用いた。第四段の本文と注
は、このような複雑な過程を経て成立した。以上が二つ目の考え方である。
以上のように、第四段本文では治浪歌が後から挿入されたとの仮定に基づけば、本文と注の
成立は、一つ目のように考えることができるし、 二つ目のように考えることも可能だ。いずれ
か一方に絞り込むには判断材料が不足しているため、 二種類の考え方が可能だということを指
摘するにとどめる。
本文と注をー続きに朗諦した場合には、以下のように第二 ・第三の特徴が挙げられる。
第二に、本文の叙事と登場人物の言葉との境目と、注の換韻には一致しない箇所がある。ま
ず、本文37r歌日」は、注が付されていないため、一致するか否かを判定できない。次に、本
文は42r可以濯吾足」が漁父の言葉の終わりだが、注は43が無注となっているものの、 41か
ら44まで一つの韻が続いているため、境目は一致しない。
第三に、本文の換韻と注の換韻は37、40で一致する。また、注の押韻は 41から 44まで続
くが、本文は44が無韻であるため、本文の押韻の境目と注の押韻の境目の一致・不一致を判定
できない。
4 r漁父」押韻のまとめ
「漁父」本文と注について、黄著・王著・羅著・黄論文を用いて検討した。
本文同士の押韻については、 10"-'13と28"-'31が隔句押韻 rOAOAJである。 16"-'25は、
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rOA，OBA，OBA，BAJとなり、緊密で複雑な押韻である。 34・35、36・37、39・40、41・
42は、それぞれ毎句押韻 rAAJである。
注はすべて、本文一句に対しー句が付される Ib形式である。注同士の押韻では、 13r守J・
14 r野」を詳しく考察したが、成立年代を前漢または後漢に特定できなかった。 31r塵」・ 32
「淵J.33 r欄」は平声と去声を跨いだ真元合韻となりうる。 34r明」・ 35r汚Jは無韻である。
本文と注の関係については、以下第ーから第六の特徴が見えた。
第一に、 『章句』注には、『史記』所収の本文に対応する部分と『章句』所収の本文に対応
する部分が混在する。 01注「身斥逐世」は、 『章句』本文の「屈原既放」の「放」に対応し
ている。 02注「戯水側也jの 「戯Jは『章句』本文「瀞於江揮」の「瀞Jに、「水側Jは『史
記』本文 「至於江演jの「江演」に対応している。 19注 「同其風也」の「同」は、『史記』本
文「何不随其流」の「随Jにも、『章句』本文「何不調其泥」の「澗」にも符合すると言え、
「其風」は『史記』本文「其流」にも、『章句』本文「其泥」にも対応している。 24注「濁行
忠直Jは、『史記』本文 「懐嘩握瑞」に対応している。以上の例から、注の中には『史記』本
文に対応した部分と『章句』本文に対応した部分とが混在していると言える。
いうまでもなく、「漁父」注は韻文形式をとる。押韻字は押韻字以外の部分と比べて、いった
ん成立すると改変が難しく、当初の姿を残しやすいと考えられる。そこで押韻字(ゴシック体)
を含む部分を抜き出すと計4例あり、 01注「身斥逐也J73の1例は『章句』本文に対応し、 02
注「水側J・24注「濁行忠直」の 3例は『史記』本文に対応し、 19注「其風J1例は『章句』
本文と『史記』本文の両者に対応している。両者に対応する 19注を除外すれば、計3例のうち
2例が『史記』本文に対応していることになる。注は基本的に『史記』本文に対応していると言
えるであろう。この結論は、黄論文の注目・ 24を根拠にした見解と一致する。
第二に、第四段は槍浪歌が後から挿入されたと考えることが可能であり、その仮定に基づけ
ば、まず本文の叙事の部分が成立し、次に注が付され、その後に本文にj倉浪歌が挿入され、さ
らに挿入部分に注が付されるという複雑な成立過程を想定することができる。
第三に、 15r漁父日Jにのみ、「日」への付注が見える。
第四に、本文の叙事と登場人物の言葉との境目と、注の換韻箇所は、 08、14、25、35では一
致するが、 10"-'12、15"-'17、41"-'44では一致しない。
73前掲注目の通り、王注01I逐」・ 02r側Jは『広韻』韻目でも漢代の押韻例に合致し、押韻として不審な点は見ら
れない。まず『史記』本文に基づいて王注 02~05 が成立し、後に『章句』本文に対応して王注 01 が付加され、付
加の際には 02~05 に合わせて押韻した、と推測できる。
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第五に、本文の換韻と注の換韻は、 25、37、40において一致し、 12'"'-'13、30'"'-'31では一致
しない。本文の長く複雑な押韻の中での押韻の境目と注の換韻は 17・20・23で一致する。
第六に、 15'"'-'25本文は rOOA，OBA，OBA，BAJと複雑な押韻形式を持つため、本文と
注を組み合わせて朗諦した場合には、本文の押韻の印象が薄らぎかねない。
以上の考察結果のうち、本文と注の関係の第一 ・第二点は、 「漁父」に特有の問題であろう。
第一の、王注は基本的に『史記』本文に対応すると考えられる点には、 「漁父J本文が『章句』
と 『史記』の両方に収録されていることが背景にある。 『章句』所収の『楚辞』作品の中では、
「九章Jの 「懐沙J74が「漁父」と同様の背景を持つが、その他の作品はこのような背景を持た
ない。また第二点、治浪歌が後から挿入された可能性がある点は、「漁父」独特の事情である。
これ以外の考察結果には、前稿の 「卜居」考察結果と共通点が多く存在する。本文に緊密で
複雑な押韻形式が見える点、注に平声と去声を跨いで押韻すると考えられる部分が存在する点、
本文は問答形式であり、叙述の部分に「日」が複数見えるが、「日」に付注されるのはー箇所の
みである点、本文が複雑な押韻形式を持つ部分では、本文と注を組み合わせて朗請した場合に、
本文の押韻の印象が薄くなりかねない点、本文の叙事と登場人物の言葉との境目と注の換韻箇
所に、 一致する箇所と一致しない箇所の両方がある点、本文の換韻と注の換韻に、一致する箇
所と一致しない箇所の両方がある点である。
『章句~ 1 b形式の注の特徴を明らかにするには、 Ib形式の注を持つ「遠遊」・「卜居」・「漁
父」・「招隠士J四篇のうち、残りの二篇「遠遊」・「招隠士」も検討すべきであろう。 二篇につ
いては、今後の課題とする。
(付)r卜居」注の前漢音
「卜居J韻文注については第一章で述べたとおり前稿で、注の第60句「膳」と第61句字「察J
の押韻が前漢に成立したと考えられることを指摘した。本章では、この押韻例をさらに詳しく
検討し、あわせて、注に前漢音が存在することの意義について考察する。 60・61の本文と注
は以下の通りである。
74黄耀笠 「従 《史記》論 (懐沙)的文本与韻読J(~中国楚辞学~ 16、2011年)は、「按照 《史記》的文本，(懐沙)乱
辞比起 《章句》更多了両箇上下旬通押的情況。J(181頁)、「当司馬遷収集 (懐沙)時，可能弁不熟悉其中的形式或結
構，子是就把正文以及響応和唱的部分抄在一起，形成極度富韻的文本。J(185頁)と述べる。
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60物有所不足、
61智有所不明。
園地陥東南属。(平声歌部/支韻)
圃孔子厄於陳察。(去声祭部/泰韻)
現行の『章句』王逸注は60I地駿東南J.61 I孔子厄於陳也」に作り、「南」・「陳」字は前後
の句と押韻していない。『文選』所収の「卜居J王逸注は60I地酷東南角也J• 61 I孔子厄於陳
禁也Jに作る。黄著は、 61は『文選』の「孔子厄於陳察也」が意味の上で正しく、 60は『文選』
の「膳J字が句末に位置し、 60I臨Jと61I察」とが押韻していた、と推定する750 I巌Jと「察」
は、漢代音で押韻と見なせるのだろうか、それとも偶々押韻しているように見えるが漢代音の
押韻例とは異なるのだろうか。
「察jは祭部に属す。前漢では「臨」は歌部に属し、前漢の歌部と祭部の合韻は2例ある76こ
とから、「酷」・「薬」は歌祭合韻と見なすことができる。後漢では「腐」は支部に移り、後漢の
支部と祭部の合韻例はないため、「膳」・「察」が押韻するとは見なし難い。したがって、漢代二
十七韻部の押韻例に照らした限りでは、この部分は前漢で成立したと考えられる。前漢の祭歌
合韻2例を以下に挙げる。
①劉向『楚辞~ I九歎Jの「遠逝J
期純粋而岡懲今、承皇考之妙儀。(平声歌部/支韻)
惜往事之不合守、横泊羅而下j属。(去声祭部/祭韻)
②班佳好「博素賦」
若乃扮陳生姿、動容多製。(去声祭部/祭韻)
弱態含差、妖風摩震。 (平声歌部/支韻)
岐若明醜之升崖、焼若荷華之昭噺。(去声祭部/祭韻)
① 「儀」・②「麗」は両方とも『広韻』韻目では平声支韻の字であり、支韻の中でも「巌」と
同様に前漢は歌部に属し、後漢では支部に移る770 I酷J・「禁止前漢の祭歌合韻q渇の2例は、
去声祭部の字と、前漢は歌部に属し後漢は支部に属する平声支韻の字の、声調を跨いだ合韻と
いう点で一致する。したがって黄著が推定した押韻字「酷」・「察Jは、偶々押韻しているよう
75黄著「地駿東南。。文選本「地毅東南」作 「地膨東南角也Jo(中略)案:地鍛，首作 「地膨」。 准南子巻三天文aJiI・
「昔者共工輿瀬頭争震帝， (中略)地不満東南，故水潔塵挨蹄駕。」 作 「東南」或 「東南角J，皆出韻。著作 「地陥東
南膨JoJ (2106頁)。同著 「孔子厄於陳也。。文選本 「於陳」作「於陳奈」。案 ・披義，奮作「於陳察J0 (中略)章
句以上院、禁同協歌韻。 J(2107頁)。
76羅著 172頁。羅著は、巌可均『全上古三代秦漢三国六朝文』を底本とする (115頁)。以下2例の本文は、『全上古
三代秦漢三国六朝文~ (中華書局、影印、 1958年)に拠る。①は 「全漢文」巻三十五、②は 「全漢文」巻十ーであ
る。
77支韻の字は、前漢・後漢ともに支部に属する 「支」・「知」等のグループと、前漢は歌部に属し、後漢は支部に移る
「奇」 ・「危」等のグループとに分類できる。
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に見えるのではなく、確かに前漢の押韻であると判断することができる。なおかつ、前述のよ
うに後漢の押韻例に照らした場合は押韻と見なし難い点から、前漢に成立した可能性が非常に
高いと言える。
では、「ト居」注の前漢音は何を示すのだろうか。まず、本文の成立時期を考慮すると、「卜
居」は「漁父Jに類似する作品であり、「漁父Jが『史記』に収録され、前漢中期には成立して
いた事実から、おおむね前漢中期までに成立した可能性が高い。 「ト居」は、「離騒」等の作品
と比べると、比較的遅い時代の作であろう。 次に、前漢時代において、『楚辞』 に関係する著作
活動が行われた記録は、後漢の班固『漢書』巻四十四准南王伝にみえる78。
初、安入朝、献所作内篇、新出、上愛秘之。使馬離騒停、旦受詔、日食時上。
『漢書』は、前漢の武帝期に准南王劉安によって「離騒侍」という 「離騒」に対する何らかの
著作活動が行われていた、と記す。現在では 「離騒侍j の詳細な内容は不明となっている79。
以上の事柄と、「卜居」注の前漢音を重ね合わせると、以下の二点を指摘することができる。
第一に、前漢期には、『楚辞』を代表する作品「離騒」に対しての著作活動のみならず、 「卜居J
に対しでも、韻文形式の注を付すという著作活動が始まっていた。第二に、「卜居jは、本文の
成立からそれほど長い時間を経ない前漢のうちに、注釈が施され始めた。注釈が施されたこと
は、本文が当時すでに重視されていたことを窺わせる。
「卜居」は、後漢の王逸『章句』では屈原の作品として扱われている。屈原の作に連ねられ
た点は、作品がある程度重視されていたことを示すと言えよう。『章句』以前の「ト居」受容の
過程には、なお不明な点が多く残るが、前漢における付注の開始は、その過程を埋めるーコの
重要な要素となる。
78 ~漢書~ (中華書局、 1962年、第七冊2145頁)。
刊劉安の「離騒侍Jは、『章句』巻三 I天間」に収録された班固「序」に「園周好色而不淫、(中略)錐輿日月争光可
也」 が引用されている。ほぽ同じ文を含んだ一段が『史記』巻八十四屈原列伝に引用される(前掲注72~史記曾注
考謹』陸-3225頁)。少なくとも現存する「離騒傍Jの断片「園風好色而不淫、(中略)難輿日月争光可也Jに韻文形
式は見えない。また班闘「序」は、 「離騒惇」が「離騒jの「五子以失家巷(五子用失乎家巷)J句や 「雰J・「湊」・
「少康」・「或銚(二銚)J・「有妓侠女(有妓之侠女)Jに注釈を施したと述べるが、具体的な注釈の文は現存していな
また、『漢書』にみえる 「離騒侍j の名称および内容については、次のような研究がある。王念孫 (1744~
1832) ~読書雑志』巻四は、「侍J は元来「侍j に作り、「侍j は「賦」に通じるとし、「離騒傍j は「離島重賦」 とい
う文学作品であったとの説を唱えた。 小南一郎(前掲注 1 著書 347~348 頁)は、 「離凝停」が「侍J と 「侍
(賦)Jの両面を兼ね備えた韻文体の注釈であるとする。表錫圭 r(神烏{専(賦))初探J(初出は 『文物~ 1997年1
期。『安海漢墓漢膿綜論』科学出版社、 1999 年。 1~7 頁) は、 1993年出土の罪濁西漢晩期墓の竹筒 「神烏侍」 が賦
体の作品であることを根拠に、王念孫の「侍」は 「賦」に通じるという説が実証されたとし、『漢書』の 「離騒惇」
も「離騒賦」であるとする。李若輝 r((神烏侍》興((離騒侍)J U園皐研究~ 17、 2006 年。 167~189頁) ・張
継海 「准南王作((離騒侍》考J ( ~古籍整理研究学刊ß 2006年 6 期。 12~15 頁)は、 「神烏侍j出土によって
「侍Jが「賦」に通じるという説は実証されたものの、『漢書』の 「離騒侍」はあくまで「侍」であり、 「侍(賦)J
と見なすととはできないとする。
－ 60 －
本稿の i(付)w卜居』注の前漢音Jは、 2019年中国昆明屈原及楚辞学国際学術研討会壁中国
屈原学会第十八届年会(湖南省t日羅市、 2019年 11月)における研究発表を基に改訂したもの
である。ご教示くださった先生方に感謝申し上げます。
本稿は、令和元年度科学研究費補助金基盤(C)i伝統的『楚辞』解釈の再検討J(17K02635) 
による成果の一部である。
rw楚辞章句sr卜居」注の押韻J( ~東北大学中国語学文学論集~ 23号)正誤表
頁数 (誤) (正)
7頁、注目 前漢は之幽合韻8例(130頁)、幽之合 羅著に之部と幽部の合韻は、前漢に 1例、
韻3例 036頁)あり、後漢は之幽合 後漢に 26例ある。前漢は之幽合韻8例(平
韻 14例(131頁)、幽之合韻 12例 037 声6例、上声 l例、去声 l例:130頁)、幽
頁)。 之合韻3例(平声2例、上声 l例:136頁)。
後漢は之幽合韻 14例(平声6例、上声6例、
去声2例:131頁)、幽之合韻 12例(平声5
例、上声6例、去声 l例:137頁)。
9頁 13行目 14 I吾寧個個、 (上声真部?U) 14 I吾寧個個歎歎、 (上声元部?U)
13頁、注71 祭歌合韻が i例ある(平声:172頁)。 祭歌合韻が2例ある(172頁)。
14頁、注74 黄著 「遂本志也。 黄著「遂本操也。
15頁 17行目 第三から第六 第三から第五
